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草
創
期
の
岩
手
写
真
事
情

大
正
期
か
ら
昭
和
期
の
岩
手
写
真
界
を
語
る
と
き
、唐
健
吾
（
か
ら
・
け
ん
ご
：
一
八
九
一
―
一
九
七
七
）、唐
武
（
か
ら
・

た
け
し
：
一
九
〇
二
―
一
九
九
〇
）
の
存
在
を
抜
き
に
は
で
き
な
い
。
彼
ら
の
活
動
を
振
り
返
る
前
に
、そ
の
序
章
と
な
っ

た
健
吾
の
兄
で
あ
り
、
武
の
父
で
あ
る
唐
武
治
（
か
ら
・
た
け
じ
：
一
八
七
六
―
一
九
一
六
）【
図
１
】
が
営
業
し
た
「
東

北
写
真
館
」
に
つ
い
て
触
れ
な
が
ら
、
岩
手
の
写
真
黎
明
期
と
い
え
る
明
治
期
か
ら
、
そ
の
後
の
芸
術
性
を
加
味
し
は
じ

め
た
大
正
期
の
写
真
事
情
を
た
ど
り
、
昭
和
の
戦
中
戦
後
の
岩
手
写
真
界
の
歩
み
を
概
観
し
た
い
。

盛
岡
に
写
真
館
が
開
業
し
た
の
は
、
一
八
七
三

（
明
治
六
）
年
の
鎌
田
写
真
館
が
最
初
だ
と
い
わ

れ
る
。
そ
の
後
各
地
に
新
設
さ
れ
て
い
く
が
、「
東

北
写
真
館
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
一
九
〇
四
（
明
治

三
七
）
年
当
時
は
、
市
内
に
は
ま
だ
一
〇
軒
と
な

か
っ
た
と
い
う
。
東
北
写
真
館
は
青
森
県
出
身
の

唐
武
治
に
よ
っ
て
、
盛
岡
市
日
影
門
外
小
路
（
現
、

同
市
中
央
通
り
）
で
営
ま
れ
た
。
武
治
は
、
青
森

の
三
戸
町
で
医
者
を
し
て
い
た
が
、
岩
手
医
学
校

で
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
教
育
を
受
け
よ
う
と
盛
岡
に

出
て
き
た
も
の
の
、
写
真
好
き
が
高
じ
て
写
真
館

を
開
く
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
と
き
武
治

図１ 唐武治のポートレイト
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二
九
歳
、
一
家
に
は
妻
子
の
ほ
か
、
母
親
と
弟
の
健
吾
が
い
た
。

そ
の
三
年
後
の
一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
に
岩
手
初
の
写
真
団
体
と
し
て
知
ら
れ
る
、「
岩
手
写
真
研
究
会
」
が
結

成
さ
れ
る
。
月
一
回
の
例
会
を
開
き
、
互
い
の
作
品
を
持
ち
寄
り
品
評
会
や
技
術
講
習
、
撮
影
旅
行
な
ど
を
開
催
し
て
い

た
。
同
会
の
会
員
に
は
、
政
治
家
で
岩
手
毎
日
新
聞
創
設
者
の
高
橋
嘉
太
郎
や
南
部
家
次
男
の
政
治
家
・
南
部
英
磨
と

い
っ
た
政
財
界
の
重
鎮
の
名
も
み
ら
れ
る
が
、
実
質
的
な
中
心
人
物
は
盛
岡
市
本
町
で
商
店
を
営
ん
で
い
た
田
口
忠
太
郎

（
一
八
八
四
―
一
九
五
一
）
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
彼
は
中
学
三
年
頃
か
ら
写
真
を
独
学
し
芸
術
写
真
に
興
味
を
も
ち
、

大
学
を
中
退
し
て
家
業
を
継
ぐ
よ
う
に
な
る
と
カ
メ
ラ
や
写
真
関
連
資
材
の
取
り
扱
い
を
始
め
て
い
る
。
他
に
、
日
本
画

家
の
葛
江
月
（
一
八
八
〇
―
一
九
一
八
）
や
早
川
石
山
（
一
八
八
一
―
一
九
〇
九
）
は
創
設
後
ま
も
な
く
会
員
と
な
っ
て

お
り
、
会
員
で
は
な
い
が
岩
手
初
の
洋
画
家
と
い
わ
れ
る
海
野
三
岳
（
一
八
五
一
―
一
九
一
一
）
も
、
品
評
会
の
審
査
に

呼
ば
れ
た
り
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
同
会
は
絵
描
き
と
の
つ
な
が
り
が
深
く

1
、
画
家
た
ち
も
写
真
と
い
う
媒
体
に
惹

か
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
例
会
に
は
、
盛
岡
の
唐
武
治
、
奈
良
真
順
、
一
関
の
三
浦
平
三
郎
な
ど
の
営
業
写

真
師
も
時
折
参
加
し
、
技
術
指
導
や
作
品
審
査
を
お
こ
な
っ
て
い
た
。
特
に
東
北
写
真
館
の
武
治
は
、
比
較
的
熱
心
に
研

究
会
に
参
加
、
撮
影
会
へ
の
同
行
や
展
覧
会
へ
の
出
品
も
行
っ
て
い
る
。

翌
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
に
は
、同
会
第
一
回
写
真
展
を
開
催
。
こ
れ
は
写
真
に
よ
る
県
内
初
の
展
覧
会
で
あ
り
、

二
〇
〇
点
を
超
え
る
作
品
が
並
べ
ら
れ
た
。
一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
の
同
会
第
二
回
展
で
は
、「
東
北
写
真
館
よ
り

出
陳
せ
し
揚
雲
雀
の
如
き
又
は
暮
れ
行
く
山
と
し
て
岩
手
山
を
写
せ
る
が
如
き
は
意
匠
勝
れ
た
り

2
」
と
武
治
の
出
品
作

が
注
目
さ
れ
る
。
文
面
か
ら
察
す
る
と
叙
情
的
な
作
風
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
芸
術
写
真
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
た

こ
と
が
う
か
が
え
る
。
さ
ら
に
彼
自
身
や
息
子
の
武
を
モ
デ
ル
に
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
合
成
写
真
【
図
２
、３
】
を
制
作
し



032

て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
写
真
師
と
し
て
対
象
を
写
す
だ
け

で
は
な
く
、
創
作
的
な
表
現
に
興
味
を
抱
い
て
い
た
と
考

え
て
い
い
だ
ろ
う
。

芸
術
表
現
に
関
心
を
示
し
、
写
真
館
の
主
と
し
て
営
業

し
て
い
た
武
治
で
あ
っ
た
が
、
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年

四
一
歳
の
若
さ
で
急
逝
す
る
。
学
生
だ
っ
た
息
子
の
武

は
、
盛
岡
中
学
を
中
退
し
父
の
写
真
館
を
継
ぐ
こ
と
に
な

る
。
一
方
、
叔
父
の
健
吾
は
、
県
立
農
学
校
獣
医
科
を
卒

業
し
て
馬
政
局
に
勤
務
。
愛
知
県
岡
崎
に
赴
任
し
て
い
た

も
の
の
、
写
真
館
の
内
情
が
火
の
車
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、

一
五
歳
の
甥
の
武
ひ
と
り
に
重
荷
を
背
負
わ
せ
る
に
は
忍

び
が
た
く
、
官
職
を
辞
し
て
写
真
館
の
立
て
直
し
と
写
真

技
術
の
習
得
に
乗
り
だ
す
こ
と
に
な
る
。
二
人
は
中
央
の

講
習
会
に
出
向
く
な
ど
、
独
学
で
新
技
術
を
習
得
し
て
ゆ

き
、
絵
画
的
表
現
手
法
を
我
が
も
の
に
し
よ
う
と
、
ゴ
ム

印
画
法
や
ブ
ロ
ム
オ
イ
ル
印
画
法
、
ソ
フ
ト
フ
ォ
ー
カ
ス

な
ど
の
写
真
技
法
を
実
践
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

さ
て
、
岩
手
初
の
写
真
団
体
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
岩

図２ 唐武治
「自らをモチーフにした合成写真」

図３ 唐武治
「息子の武をモチーフに
した合成写真」
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手
写
真
研
究
会
は
、
第
二
回
展
以
降
は
目
立
っ
た
活
動
も
み
ら
れ
ず
停
滞
状
態
が
続
い
て
い
た
。
そ
こ
に
一
九
一
五
（
大

正
四
）
年
、
新
た
な
写
真
団
体
「
岩
手
紅
窓
会
」
が
盛
岡
に
誕
生
す
る
。
実
は
こ
の
会
の
中
心
メ
ン
バ
ー
が
、
先
の
岩
手

写
真
研
究
会
員
だ
っ
た
田
口
忠
太
郎
を
は
じ
め
、千
葉
常
樹
、下
田
栄
夫
ら
で
、同
会
の
後
継
的
な
性
格
の
団
体
で
あ
っ
た
。

結
成
当
初
は
二
〇
数
名
が
入
会
し
野
外
撮
影
会
を
催
し
た
り
、
同
年
一
一
月
に
は
第
一
回
展
を
開
い
た
り
と
勢
い
を
み
せ

て
い
た
も
の
の
、こ
の
会
も
二
年
足
ら
ず
で
活
動
は
停
滞
し
休
止
状
態
と
な
っ
て
し
ま
う

3
。
そ
の
立
て
直
し
に
一
役
買
っ

た
の
が
、
唐
健
吾
と
武
の
二
人
だ
っ
た
。

一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
五
月
、「
第
三
回
岩
手
県
芸
術
品
展
覧
会
」4
の
写
真
部
門
に
、
二
人
は
初
め
て
出
品
す
る
。

共
に
三
点
ず
つ
で
、
健
吾
は
ゴ
ム
印
画
の
作
品

5
、
武
は
ピ
グ
メ
ン
ト
印
画

6
で
、「
美
術
的
な
点
に
於
て
驚
く
ほ
ど
の
作

品
7
」
と
評
さ
れ
、
芸
術
的
な
写
真
で
注
目
さ
れ
る
。
前
述
し
た
唐
武
治
の
作
品
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
日
本
で
は
明
治

中
頃
か
ら
ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
家
た
ち
を
中
心
に
、
写
真
を
絵
画
の
よ
う
な
情
緒
的
で
芸
術
性
豊
か
な
表
現
に
仕
立
て
よ
う

と
す
る
気
運
が
起
こ
り
は
じ
め
る
。
こ
れ
は
日
本
画
や
洋
画
の
表
現
性
に
範
を
求
め
た
ピ
ク
ト
リ
ア
リ
ズ
ム(

絵
画
主
義

的
写
真
表
現)

と
呼
ば
れ
る
動
向
で
、
視
覚
で
捉
え
た
現
実
を
よ
り
理
想
化
し
た
ス
タ
イ
ル
で
作
品
化
す
る
た
め
に
、
わ

ざ
と
ピ
ン
ト
を
は
ず
し
た
ソ
フ
ト
フ
ォ
ー
カ
ス
や
木
炭
画
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
追
求
し
た
絵
画
の
よ
う
な
写
真
が
流
行

す
る
。
さ
ら
に
こ
れ
に
拍
車
を
か
け
た
の
が
、
大
正
期
に
若
年
層
を
中
心
と
し
た
フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
の
大
流
行
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
よ
る
ア
マ
チ
ュ
ア
層
の
急
増
を
受
け
て
、
巷
に
ピ
ク
ト
リ
ア
リ
ズ
ム
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
岩
手
の
地
で
も

そ
の
動
き
が
活
発
に
な
っ
て
い
く
。

一
方
、
し
ば
ら
く
中
断
し
て
い
た
岩
手
紅
窓
会
の
活
動
も
、
健
吾
、
武
の
写
真
作
品
の
評
価
に
あ
わ
せ
る
か
の
よ
う
に

再
開
さ
れ
、同
年
一
一
月
に
は
再
興
第
一
回
展
が
開
か
れ
る
。
そ
こ
に
は
会
員
外
も
含
め
て
二
〇
〇
点
以
上
が
展
示
さ
れ
、
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三
日
間
の
会
期
中
に
五
千
人
を
超
す
集
客
が
あ
り
、
写
真
に
対
す
る
庶
民
の
関
心
の
高
さ
が
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
健

吾
と
武
は
こ
の
展
覧
会
の
前
後
に
入
会
し
た
と
み
ら
れ
る
が

8
、
岩
手
県
芸
術
品
展
と
岩
手
紅
窓
会
は
、
以
後
二
人
に
と
っ

て
県
内
で
の
主
な
発
表
の
場
と
な
っ
て
い
く
。
さ
ら
に
、
写
真
技
術
に
長
け
た
健
吾
が
同
会
で
影
響
力
を
持
つ
よ
う
に
な

り
、
一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
の
競
技
会
か
ら
は
審
査
員
を
務
め
る
よ
う
に
な
る
。

叔
父
の
健
吾
と
共
に
写
真
館
の
運
営
に
携
わ
っ
て
い
た
武
で
あ
っ
た
が
、
写
真
技
術
の
習
得
の
た
め
一
九
二
二
（
大

正
一
一
）
年
、
師
を
求
め
て
東
京
、
名
古
屋
を
巡
り
、
五
月
に
京
都
の
営
業
写
真
師
で
あ
っ
た
小
林
祐
史
（
本
名
：
要
、

一
八
九
八
―
一
九
八
八
）
の
も
と
に
、
押
し
か
け
門
下
生
と
し
て
弟
子
入
り
す
る
こ
と
に
な
る
。
小
林
は
、
東
京
美
術
学

校
写
真
科
で
江
崎
清
の
も
と
で
肖
像
写
真
を
学
び
、
武
が
入
門
す
る
前
年
に
卒
業
し
、
京
都
寺
町
通
り
竹
屋
町
で
写
真
館

「
岐
陽
館
」
を
営
ん
で
い
た
。
小
林
は
撮
影
技
術
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ピ
ク
ト
リ
ア
リ
ズ
ム
を
標
榜
し
た
写
真
家
で
あ
り
、

武
に
と
っ
て
は
ま
た
と
な
い
修
行
先
と
な
っ
た
。

折
し
も
神
戸
の
写
真
家
・
淵
上
白
陽
（
本
名
：
清
喜
、
一
八
八
九
―
一
九
六
〇
）
が
、
新
た
な
芸
術
的
な
表
現
を
推
進

す
べ
く
写
真
雑
誌
『
白
陽
』
を
同
年
六
月
に
創
刊
し
、
日
本
の
写
真
界
の
新
た
な
扉
を
開
こ
う
と
し
て
い
た
。
こ
の
写
真

雑
誌
は
、
濃
淡
の
滑
ら
か
さ
と
繊
細
な
仕
上
が
り
で
知
ら
れ
る
コ
ロ
タ
イ
プ
印
刷
を
採
用
し
、
さ
ら
に
会
員
作
品
を
誌
上

で
取
り
上
げ
、
淵
上
が
批
評
す
る
と
い
う
誌
上
展
覧
会
方
式
の
編
集
を
取
り
入
れ
た
こ
と
で
、
各
地
の
写
真
愛
好
者
が
こ

ぞ
っ
て
参
加
す
る
こ
と
に
な
る
。
加
え
て
淵
上
は
、「
日
本
光
画
芸
術
協
会
」
を
結
成
し
て
ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
家
の
全
国

組
織
を
目
指
し
て
お
り
、
こ
れ
に
呼
応
す
る
よ
う
に
い
ち
早
く
名
乗
り
を
上
げ
た
の
が
、
健
吾
と
武
が
所
属
し
て
い
た
盛

岡
の
岩
手
紅
窓
会
で
あ
っ
た
。
淵
上
の
協
会
に
は
、
個
人
で
も
加
入
で
き
た
が
、
一
〇
名
以
上
の
団
体
の
場
合
は
、
同
会

の
展
覧
会
や
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
な
ど
を
回
覧
す
る
特
典
が
あ
り
、
さ
ら
に
協
会
の
支
部
を
名
乗
る
こ
と
が
で
き
た

9
。
写
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真
雑
誌
『
白
陽
』
は
、
さ
な
が
ら
同
協
会
の
機
関
誌
の
よ
う
な
働
き
を
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
一
月
、『
白
陽
』
第
二
巻
第
一
号
で
告
知
さ
れ
た
「
日
本
光
画
芸
術
協
会
第
一
回
競
技
大
会
」

で
は
、
岩
手
紅
窓
会
員
と
し
て
健
吾
の
《
山
麓
の
午
後
》
が
特
選
を
獲
得
。
武
の
《
白
壁
の
家
》
と
田
口
忠
太
郎
の
《
早

春
》
が
そ
ろ
っ
て
入
選
。
さ
ら
に
こ
の
他
に
佐
藤
長
春
、
松
下
半
治
ら
四
名
が
佳
作
に
選
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
健
吾

と
武
の
作
品
が
、
同
年
六
月
に
大
阪
で
開
催
さ
れ
る
同
協
会
の
第
一
回
展
に
出
品
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
こ
の
年

の
四
月
に
盛
岡
で
開
催
さ
れ
た
「
芸
術
小
品
／
懸
賞
応
募
／
全
国
大
家
作
品
写
真
展
覧
会
」
で
は
、
岩
手
紅
窓
会
員
や
公

募
作
品
に
加
え
、
注
目
を
集
め
た
の
が
全
国
大
家
の
作
品
群
で
、
淵
上
白
陽
の
作
品
一
〇
点
、
武
の
師
匠
で
あ
る
小
林
祐

史
の
ゴ
ム
印
画
一
〇
点
、
さ
ら
に
「
東
京
写
真
芸
術
社
」
同
人
四
名
の
二
四
点
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
会
員
の
選
抜
作
品
約

四
〇
点
、
応
募
作
品
約
一
五
〇
点
、
大
家
の
作
品
約
八
〇
点
を
集
め
た
大
展
覧
会
と
な
り
、
五
日
間
の
会
期
で
約
一
万
人

を
超
す
来
場
者
を
数
え
大
成
功
を
収
め
る
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
同
年
秋
に
は
岩
手
紅
窓
会
展
が
開
か
れ
、
会
員
の
ほ
か
参
考
作
品
と
し
て
、「
日
本
光
画
芸
術
協
会
」
か
ら
借

り
受
け
た
五
九
点
が
並
び
、
そ
こ
に
は
淵
上
の
ほ
か
、「
東
京
写
真
研
究
会
」
の
小
野
隆
太
郎
、「
名
古
屋
愛
友
俱
楽
部
」

の
大
橋
松
太
郎
、
榊
原
青
葉
、
松
浦
幸
陽
、
同
じ
く
愛
友
倶
楽
部
出
身
で
「
銀
乃
壺
社
」
を
創
設
し
た
高
田
皆
義
な
ど
、

当
時
の
写
真
界
で
名
の
知
ら
れ
た
作
家
の
作
品
が
展
示
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
日
本
光
画
芸
術
協
会
へ
の
入
会
に
よ
り
、

岩
手
紅
窓
会
の
活
動
は
一
気
に
活
気
づ
き
、
県
内
に
留
ま
ら
ず
全
国
レ
ベ
ル
の
写
真
団
体
と
し
て
一
目
置
か
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
ゆ
く
。
そ
れ
は
『
白
陽
』
が
終
刊
と
な
る
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
の
秋
頃
ま
で
続
く
こ
と
に
な
り
、
約
五
年

間
に
亘
っ
て
健
吾
や
武
を
は
じ
め
岩
手
の
写
真
家
た
ち
、
ひ
い
て
は
岩
手
の
写
壇
に
多
大
な
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な

る
。
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唐
健
吾
・
唐
武
の
表
現
活
動

唐
健
吾
と
武
は
、
写
真
雑
誌
『
白
陽
』
や
日
本
光
画
芸
術
協
会
を
通
じ
て
、
写
真
家
・
淵
上
白
陽
に
傾
倒
し
て
い
く
こ

と
に
な
り
、
彼
が
推
奨
す
る
表
現
ス
タ
イ
ル
に
即
し
た
作
品
作
り
を
率
先
し
て
い
く
。『
白
陽
』
の
創
刊
当
初
か
ら
淵
上

は
、
ピ
ク
ト
リ
ア
リ
ズ
ム
の
作
風
を
推
進
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
の
関
東
大
震
災
に
よ
っ

て
東
京
を
逃
れ
て
き
た
岡
本
唐
貴
や
浅
野
孟
夫
ら
の
先
鋭
的
な
美
術
家
と
の
交
流
が
始
ま
る
と
、
キ
ュ
ビ
ス
ム
や
表
現
主

義
、
構
成
主
義
と
い
っ
た
新
し
い
美
術
の
影
響
を
受
け
、「
構
成
派
」
と
呼
ば
れ
る
写
真
を
推
進
し
新
し
い
流
れ
を
つ
く

る
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
こ
の
間
の
健
吾
と
唐
武
の
写
真
表
現
の
変
遷
を
た
ど
っ
て
み
る
と
、一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
一
一
月
の
『
白

陽
』
に
掲
載
さ
れ
た
健
吾
の
《
霧
の
山
》【
図
４
】
は
、前
景
に
木
の
枝
を
配
し
、後
景
に
は
霧
に
霞
む
山
々
が
折
り
重
な
り
、

山
水
画
さ
な
が
ら
の
絵
画
的
な
光
景
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、同
年
一
二
月
の『
白
陽
』に
掲
載
さ
れ
た《
自
画
像
》【
図

５
】
は
、淡
い
光
に
浮
か
び
上
が
る
顔
の
表
情
以
外
は
、ぼ
ん
や
り
と
暗
闇
に
沈
み
、ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
で
効
果
的
な
ポ
ー

ト
レ
イ
ト
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、《
も
る
る
光
》【
図
６
】
は
、光
と
影
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
に
浮
か
び
あ
が
る
シ
ル
エ
ッ

ト
が
印
象
的
で
、
画
面
を
注
視
す
る
と
様
々
な
直
線
が
交
差
し
、
木
炭
画
の
よ
う
な
繊
細
な
表
情
を
演
出
し
て
い
る
。
ま

さ
に
淵
上
が
唱
え
る
光
と
線
が
織
り
な
す
写
真
の
交
響
曲
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
構
成
的
な
表
現
に
挑
ん
だ
衝
撃

的
な
《
静
物
》【
図
７
】
は
、暗
闇
に
浮
か
ぶ
鋭
角
な
ガ
ラ
ス
を
組
み
合
わ
せ
、痛
い
ほ
ど
冷
た
い
画
面
が
出
現
し
て
い
る
。

科
学
実
験
に
使
う
ガ
ラ
ス
器
具
を
効
果
的
に
構
成
し
た
作
品
で
、
暗
黒
の
背
景
に
鋭
く
走
る
白
い
線
だ
け
が
く
っ
き
り
と

浮
か
び
上
が
る
構
成
派
の
作
品
で
あ
る
。

武
に
つ
い
て
は
、
淵
上
が
そ
の
才
能
を
認
め
る
と
お
り
、『
白
陽
』
に
作
品
が
度
々
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
一
九
二
四
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図７ 唐健吾《静物》制作年不明 図５ 唐健吾《自画像》1923 年

図６ 唐健吾《ももる光》制作年不明 図４ 唐健吾《霧の山》1923 年
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（
大
正
一
三
）
年
五
月
の
特
別
号
「
肖
像
画
集
」
に
掲
載
さ
れ
た
《
拗
者
》【
図
８
】
は
、「
す
ね
も
の
」
と
い
う
タ
イ
ト

ル
そ
の
ま
ま
に
、
天
邪
鬼
の
青
年
の
内
に
秘
め
た
人
間
性
を
え
ぐ
り
出
し
た
よ
う
な
表
情
に
思
わ
ず
息
を
の
む
。
ま
た
、

一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
の
《
木
と
光
》【
図
９
】
に
は
、
淵
上
が
言
う
、
線
の
リ
ズ
ム
と
光
の
リ
ズ
ム
を
意
識
的
に

構
成
し
た
作
で
、
そ
こ
に
は
光
と
線
を
組
み
合
わ
せ
た
情
緒
的
な
画
面
が
出
現
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
一
九
二
六
（
大
正

一
五
）
年
七
月
の
『
白
陽
』
に
掲
載
さ
れ
た
《
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
》【
図
10
】
は
、
円
形
や
三
角
形
、
ま
た
は
直
線

的
な
物
体
を
配
置
し
て
幾
何
学
的
な
構
図
を
演
出
し
た
も
の
で
、
淵
上
が
主
張
す
る
構
成
派
の
典
型
的
な
作
品
。
こ
こ
に

は
、
同
時
期
に
前
衛
美
術
運
動
に
身
を
投
じ
て
い
た
村
山
知
義
の
演
劇
の
舞
台
装
置
を
想
起
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
さ
ら

に
、
構
成
派
の
実
験
が
屋
外
で
行
わ
れ
た
《
小
岩
井
の
秋
》【
図
11
】
は
、
な
だ
ら
か
な
丘
陵
に
鍬
入
れ
さ
れ
た
畝
が
つ

く
り
だ
す
曲
線
と
直
線
の
妙
、
空
と
大
地
が
織
り
な
す
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
に
点
景
と
し
て
人
馬
が
配
さ
れ
、
絵
に
描
い
た
よ

う
な
美
し
い
光
景
が
演
出
さ
れ
た
よ
う
に
写
し
出
さ
れ
て
い
る
。

余
談
で
あ
る
が
、
淵
上
が
写
真
雑
誌
『
白
陽
』
を
終
刊
し
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
一
〇
月
に
満
州
へ
渡
る
に
際
し
、

彼
は
武
の
同
行
を
求
め
た
と
い
う
。
こ
の
こ
と
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
武
の
才
能
を
見
込
ん
で
い
た
証

と
い
え
る
だ
ろ
う
。

話
は
前
後
す
る
が
、京
都
で
の
二
年
の
修
行
を
終
え
た
唐
武
は
、一
九
二
三
（
大
正
十
二
）
年
一
二
月
に
帰
郷
し
て
い
る
。

そ
の
後
は
し
ば
ら
く
叔
父
の
健
吾
と
共
に
東
北
写
真
館
の
運
営
に
あ
た
る
こ
と
に
な
る
が
、
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年

に
健
吾
は
独
立
し
て
市
内
の
内
丸
に
「
ラ
イ
ト
写
真
館
」
を
開
業
す
る
。
そ
の
後
し
ば
ら
く
東
北
写
真
館
の
運
営
を
一
人

で
や
っ
て
い
た
武
で
あ
っ
た
が
、
一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）
年
に
盛
岡
市
呉
服
町
（
現
：
同
市
中
野
橋
通
）
に
「
唐
た
け

し
写
場
」
を
新
規
に
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
に
な
る
。
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図 11 唐武《小岩井の春》
1925 年

図 10 唐武《コンストラクション》
1926 年

図９ 唐武《木と光》
1925 年

図８ 唐武《拗者》
1924 年
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写
真
熱
の
高
ま
り
と
新
た
な
写
真
団
体

唐
健
吾
と
武
は
、
作
家
活
動
と
並
行
し
な
が
ら
岩
手
の
写
真
界
の
育
成
に
力
を
注
い
で
い
る
。
健
吾
は
、
岩
手
紅
窓
会

の
活
動
と
は
別
に
、
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
七
月
に
「
岩
手
光
画
研
究
会
」
を
結
成

10
。
こ
の
会
の
会
員
規
約
に
は
、

県
内
の
写
真
師
及
び
技
師
、
ま
た
は
二
年
以
上
勤
務
し
た
門
生
と
な
っ
て
い
て
、
営
業
写
真
師
を
対
象
と
し
た
団
体
で

あ
っ
た

11
。
発
起
人
の
小
笠
原
精
光
、
岡
崎
平
七
、
唐
健
吾
、
高
橋
源
之
丞
、
奈
良
真
順
、
松
下
半
治
、
阿
部
東
助
、
佐

藤
長
春
、
佐
藤
忠
蔵
は
、
い
ず
れ
も
盛
岡
の
写
真
師
で
、
な
か
で
も
健
吾
が
そ
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
彼
が
あ

え
て
営
業
写
真
師
の
集
ま
り
を
も
っ
た
背
景
に
は
、記
録
性
に
終
始
し
芸
術
性
に
欠
け
、ア
マ
チ
ュ
ア
に
押
さ
れ
気
味
だ
っ

た
営
業
写
真
界
へ
の
危
機
意
識
が
あ
っ
た

12
。
そ
こ
で
、
彼
ら
の
主
要
業
務
で
あ
る
肖
像
撮
影
に
、
芸
術
性
を
加
味
し
て

い
こ
う
と
い
う
狙
い
が
あ
っ
た

13
。
こ
れ
は
県
内
の
同
業
者
の
共
感
を
呼
び
、
発
足
後
短
期
間
で
各
地
の
写
真
師
五
〇
名

が
会
員
と
な
っ
て
い
る
。同
会
も
結
成
と
同
時
に
、「
日
本
光
画
芸
術
協
会
」の
支
部
と
な
り
、未
だ
京
都
で
修
行
中
の
武
は
、

一
会
員
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
に
な
る
。

同
会
は
翌
年
五
月
に
「
東
北
六
県
写
真
展
覧
会
」
を
開
催
す
る
。
こ
れ
は
東
北
在
住
者
を
対
象
に
応
募
作
品
約
三
〇
〇

点
、
参
考
作
品
一
二
〇
点
余
り
を
加
え
た
大
展
覧
会
で
、「
東
京
写
真
研
究
会
」
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
秋
山
轍
輔
を
審

査
員
に
迎
え
、
入
賞
者
一
五
点
中
、
一
一
点
が
岩
手
光
画
研
究
会
員
で
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
県
内
写
真
師
の
レ
ベ
ル
の

高
さ
を
推
し
量
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
同
展
に
は
、
淵
上
白
陽
や
名
古
屋
の
写
真
グ
ル
ー
プ
「
銀
乃
壺
社
」
な
ど
の

参
考
出
品
も
あ
り
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
写
真
工
業
の
菊
池
東
陽
、
伊
藤
龍
吉
ら
に
よ
る
「
写
真
講
演
実
験
会
」
や
東
北
六
県

の
写
真
師
大
会
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
営
業
写
真
師
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま
れ
て
い
た
。

岩
手
光
画
研
究
会
発
足
後
も
健
吾
と
武
た
ち
は
、
岩
手
紅
窓
会
に
も
参
加
し
、
両
会
は
共
に
協
力
的
な
関
係
を
続
け
て
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い
く
。
そ
の
後
、
光
画
研
究
会
は
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
に
「
岩
手
県
写
真
師
協
会
」
へ
改
組
さ
れ
、
戦
後
ま
で
続
く

こ
と
と
な
る
。

前
述
し
た
岩
手
紅
窓
会
展
の
爆
発
的
な
入
場
者
数
か
ら
も
頷
け
る
よ
う
に
、
庶
民
の
写
真
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
を

み
せ
は
じ
め
る
。
こ
の
よ
う
な
ア
マ
チ
ュ
ア
の
写
真
熱
を
反
映
さ
せ
る
よ
う
に
、
盛
岡
高
等
農
林
（
現
、
岩
手
大
学
農
学

部
）
を
は
じ
め
、
市
内
数
校
の
写
真
好
き
の
学
生
を
中
心
と
し
た
「
陽
影
ク
ラ
ブ
」
が
、
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
三

月
結
成
さ
れ
る
。
発
起
人
に
唐
武
や
西
尾
松
郎
な
ど
の
社
会
人
が
名
を
連
ね

14
、
学
生
と
若
い
世
代
の
写
真
好
き
が
集
う

場
と
な
っ
た

15
。
こ
の
ク
ラ
ブ
の
運
営
に
熱
心
だ
っ
た
の
が
武
で
、
例
会
で
は
毎
回
の
よ
う
に
撮
影
や
現
像
技
術
の
講
師

を
務
め
て
い
る
。
ま
た
「
日
本
光
画
芸
術
協
会
」
の
支
部
に
も
加
盟
し
、
淵
上
か
ら
度
々
批
評
を
受
け
て
い
る
。
第
一
回

展
が
同
年
九
月
、「
試
作
展
」
と
銘
打
っ
て
開
催
さ
れ

16
、
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
に
は
第
三
回
展
が
開
催
さ
れ
た
が
、

そ
れ
以
後
の
活
動
の
記
録
が
見
当
た
ら
ず
、
四
年
後
の
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
に
第
四
回
展
が
計
画
さ
れ
て
い
た
よ
う

だ
が
実
現
に
は
至
ら
ず
、
そ
の
頃
に
は
活
動
が
停
滞
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

陽
影
ク
ラ
ブ
の
活
動
停
滞
と
前
後
す
る
よ
う
に
、
写
真
団
体
「
光
友
ク
ラ
ブ
」
が
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
一
月
に
結

成
さ
れ
る
。
創
設
会
員
は
「
代
表
者
西
尾
松
郎
、計
画
部
長
逸
見
米
雄
、事
務
長
山
口
新
、会
計
部
長
藤
村
銀
三

17
」
と
あ
り
、

逸
見
以
外
は
「
陽
影
ク
ラ
ブ
」
に
所
属
し
て
い
た
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。
翌
年
に
は
唐
武
や
高
橋
真
一
も
加
わ
り
、
さ
な

が
ら
「
陽
影
ク
ラ
ブ
」
の
後
継
団
体
と
い
え
る
が

18
、
特
に
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
「
主
と
し
て
初
心
者
の
会
合

19
」
と
称
さ

れ
る
通
り
、
習
い
は
じ
め
の
入
門
者
を
含
め
た
ア
マ
チ
ュ
ア
の
集
ま
り
で
あ
っ
た
。
第
一
回
展
は
、
結
成
の
年
の
秋
に
開

催
さ
れ
、
東
京
の
ア
ル
ス
社
か
ら
の
参
考
出
品
を
含
め
て
一
〇
〇
点
以
上
が
並
べ
ら
れ
た
。
展
覧
会
は
第
五
回
展
ま
で
開

か
れ
、
そ
の
後
、「
全
盛
岡
写
真
連
盟
」
に
加
盟
。
以
後
は
、
同
連
盟
展
に
発
表
の
場
を
移
し
、
戦
争
で
活
動
が
不
能
と
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な
る
ま
で
続
け
ら
れ
た
。

こ
の
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
お
い
て
も
武
は
、
自
身
の
写
真
館
を
例
会
の
会
場
に
提
供
、
さ
た
に
作
品
の
講
評
を
行
う
な

ど
、
陽
影
ク
ラ
ブ
と
同
様
に
協
力
的
に
同
会
を
支
え
て
い
た
。
な
お
、
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
に
は
、
光
友
ク
ラ
ブ
主

催
で
武
の
個
展
が
開
催
さ
れ
る
。
そ
こ
に
は
国
際
サ
ロ
ン
の
入
選
作
や
『
日
本
写
真
年
鑑
』
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
な
ど
約

一
〇
〇
点
が
展
示
さ
れ
た
。
こ
れ
は
岩
手
で
の
写
真
家
に
よ
る
初
の
個
展
で
あ
り
、
そ
の
後
の
県
内
写
真
界
の
活
動
に
弾

み
を
つ
け
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
同
ク
ラ
ブ
に
参
加
し
て
い
た
内
村
皓
一
と
、
一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年
に
「
唐

武 

内
村
皓
一 
写
真
展
」
を
開
催
し
て
い
る
。

な
お
、
光
友
ク
ラ
ブ
が
加
盟
し
た
「
全
盛
岡
写
真
連
盟
」
は
、
一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年
に
市
内
の
ア
マ
チ
ュ
ア
写

真
団
体
の
「
光
友
ク
ラ
ブ
」、「
盛
岡
カ
メ
ラ
ク
ラ
ブ
」、「
光
成
ク
ラ
ブ
」、「
医
専
瞳
孔
会
」、「
高
農
写
真
研
究
会
」
の
五

団
体
で
構
成
さ
れ
た
組
織
で
あ
る
。
理
事
長
を
唐
武
、
理
事
が
村
井
源
一
、
田
口
善
三
郎
、
佐
藤
忠
孝
、
顧
問
に
田
口
忠

吉
（
忠
太
郎
）、
唐
健
吾
が
務
め
た
。
武
は
事
務
局
も
兼
務
し
、
実
質
的
な
運
営
は
彼
が
切
り
盛
り
し
て
い
た
と
思
わ
れ

る
。
一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
に
は
「
盛
鉄
輪
光
ク
ラ
ブ
」、「
盛
工
写
真
ク
ラ
ブ
」
が
さ
ら
に
加
盟
。
同
会
は
「
全
盛

岡
代
表
作
家
写
真
展
」
を
主
催
し
、
こ
の
展
覧
会
は
一
人
二
点
を
上
限
に
招
待
制
で
、
第
一
回
展
を
同
年
一
〇
月
に
開
催

し
て
い
る
。
顧
問
の
健
吾
は
招
待
出
品
し
、
武
は
三
回
展
ま
で
「
光
友
ク
ラ
ブ
」
の
会
員
と
し
て
出
品
。
一
九
三
九
（
昭

和
一
四
）
年
の
第
四
回
展
が
最
後
と
な
る
が
、ア
マ
チ
ュ
ア
の
写
真
団
体
の
連
合
組
織
は
め
ず
ら
し
く
、写
真
雑
誌
の
『
写

真
新
報
』
や
『
カ
メ
ラ
』
で
特
集
記
事
が
組
ま
れ
会
員
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

20
。
こ
の
よ
う
に
岩
手
の
写
真
界
の

活
動
や
組
織
運
営
は
全
国
的
に
み
て
も
特
筆
す
べ
き
も
の
が
あ
り
、
そ
の
礎
を
築
い
た
の
が
唐
健
吾
と
唐
武
で
あ
っ
た
。
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次
世
代
の
写
真
家

唐
武
が
指
導
し
て
い
た
写
真
グ
ル
ー
プ
「
光
友
ク
ラ
ブ
」
か
ら
巣
立
っ
た
写
真
家
に
、
内
村
皓
一
（
う
ち
む
ら
・
こ
う

い
ち
：
一
九
一
四
―
一
九
九
三
）
が
い
る
。
二
人
は
大
戦
を
は
さ
ん
で
一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年
と
一
九
五
四
（
昭
和

二
九
）
年
に
二
人
展
を
開
催
し
て
い
る
が
、
内
村
は
「
私
の
作
品
は
、
唐
武
の
感
化
が
強
い
」
と
述
べ
て
い
る
ほ
ど
で
、

武
か
ら
写
真
技
術
は
も
と
よ
り
、
芸
術
理
論
や
テ
ー
マ
性
な
ど
基
本
的
な
こ
と
を
吸
収
し
巣
立
っ
た
一
人
で
あ
る
。

一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
、
盛
岡
に
生
ま
れ
た
内
村
は
、
小
学
生
の
と
き
に
通
称
一
円
カ
メ
ラ
で
写
真
を
撮
り
始
め
る
。

一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
「
光
友
ク
ラ
ブ
」
に
参
加
し
武
か
ら
指
導
を
受
け
は
じ
め
る
と
、
元
来
の
真
面
目
で
一
途
な
性

格
が
幸
い
し
メ
キ
メ
キ
と
腕
を
上
げ
て
い
っ
た
。
写
真
雑
誌
の
投
稿
や
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
応
募
を
く
り
返
し
、
度
々
入
選

す
る
ま
で
に
成
長
し
て
い
く
。
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
に
は
、
富
士
フ
ィ
ル
ム
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
で
金
賞
を
獲
得
。
盛

岡
商
業
学
校
卒
業
後
は
父
母
が
住
む
花
巻
に
移
り
、
家
業
の
印
刷
業
を
手
伝
い
な
が
ら
写
真
を
続
け
る
こ
と
に
な
る
。
前

述
の
通
り
、
一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年
に
は
師
弟
で
二
人
展
を
企
画
。
こ
れ
は
師
で
あ
る
武
が
、
内
村
の
素
質
と
実
力

を
認
め
て
い
た
証
で
あ
り
、
こ
の
頃
か
ら
海
外
の
サ
ロ
ン
へ
も
出
品
し
始
め
る
。
ま
た
度
々
上
京
し
、
中
央
写
真
界
の
下

村
勝
信
や
野
崎
昌
人
、
福
原
信
三
ら
に
教
え
を
受
け
て
お
り
、
内
村
は
積
極
的
に
写
真
理
論
や
技
術
を
吸
収
し
て
い
っ
た
。

一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
、
内
村
は
徴
用
さ
れ
満
州
・
奉
天
の
関
東
軍
理
科
学
研
究
所
で
顕
微
鏡
写
真
に
従
事
す
る

こ
と
に
な
る
。
こ
の
年
の
秋
に
、《
収
穫
》
と
題
さ
れ
た
彼
の
写
真
が
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
賞
を
受
賞
し
た
の
を
機
に
、
上
官
が

公
用
外
出
の
名
目
で
奉
天
の
人
々
の
暮
ら
し
や
戦
時
下
の
市
井
の
人
々
を
撮
影
す
る
こ
と
を
許
可
す
る
。
こ
の
と
き
撮
っ

た
フ
ィ
ル
ム
は
三
〇
〇
〇
本
に
及
ん
だ
と
い
う
が
、
敗
戦
に
よ
り
写
真
の
持
ち
出
し
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ

で
内
村
は
、フ
ィ
ル
ム
三
〇
枚
だ
け
を
四
枚
の
荷
札
に
忍
ば
せ
て
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
に
復
員
す
る
こ
と
に
な
る
。
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彼
が
必
死
の
思
い
で
持
ち
帰
っ
た
作
品
に
は
、
戦
時
下
に
あ
っ
て
も
軍
隊
の
勇
ま
し
さ
や
、
戦
い
の
生
臭
い
場
面
は
一
枚

も
な
く
、
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
越
し
に
捉
え
た
も
の
は
、
決
し
て
恵
ま
れ
た
生
活
と
い
え
な
い
環
境
下
で
も
、
逞
し
く
健
気
に

生
き
る
人
々
の
姿
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
湧
き
出
る
よ
う
な
生
命
力
と
儚
く
も
悲
し
い
命
の
切
な
さ
を
、
異
国
の
地
の
熱

気
と
と
も
に
生
々
し
い
ま
で
の
迫
力
で
伝
え
て
い
る
。

帰
国
し
た
翌
年
か
ら
、
写
真
家
の
下
島
勝
信
、
ア
ル
ス
社
写
真
部
長
の
高
桑
勝
男
の
勧
め
も
あ
っ
て
、
内
村
は
海
外
サ

ロ
ン
に
出
品
す
る
よ
う
に
な
る
。
同
年
の
オ
ラ
ン
ダ
・
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
サ
ロ
ン
に
《
盗
女
》、《
流
浪
》、《
ボ
ロ
》、《
不

具
者
》
が
入
選
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
い
ず
れ
も
満
州

時
代
の
作
品
で
、
内
村
は
《
盗
女
》【
図
12
】
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。「
奉
天
の
泥
棒
市

場
で
私
は
、
生
命
を
死
守
す
る
あ
る
一
人
の
女
性
を

キ
ャ
ッ
チ
し
た
。
そ
の
女
は
、
露
天
か
ら
何
か
を
盗

ん
で
逃
げ
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。
追
っ
手
を
恐
れ
る

よ
う
な
そ
の
一
瞬
の
表
情
。
私
は
境
遇
が
そ
う
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
あ
の
女
を
思
い
出
す
と
き
、

い
つ
も
苦
し
く
胸
が
ふ
さ
が
る
の
で
あ
る
。

21
」。
さ

ら
に
「
た
ま
た
ま
一
見
盗
女
と
み
え
る
老
女
が
逃
げ

な
が
ら
盗
品
を
か
ば
っ
て
い
る
の
を
発
見
、
全
く
の

一
瞬
を
キ
ャ
ッ
チ
し
た
の
が
会
心
の
作
と
な
っ
た
。22
」。

図 12 内村皓一《盗女》 1942 年
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ま
た
《
ボ
ロ
》【
図
13
】
は
、「
奉
天
の
一
労
働
者
で
あ
る
。

こ
の
最
も
悲
惨
と
も
見
え
る
人
の
姿
の
中
に
、
そ
の
運
命

に
素
直
に
順
応
し
て
宿
業
を
果
た
し
な
が
ら
、
素
直
に
生

活
し
て
い
く
東
洋
人
の
境
地
を
見
た
。
23
」
と
い
う
。

内
村
は
、
雑
誌
『
群
像
』
の
臨
時
写
真
部
員
と
な
っ
て
、

市
内
に
疎
開
し
移
り
住
ん
で
い
た
彫
刻
家
で
詩
人
の
高
村

光
太
郎
（
一
八
八
三
―
一
九
五
六
）
を
撮
影
し
た
の
を
き
っ

か
け
に
、
満
州
時
代
の
作
品
を
見
せ
た
と
こ
ろ
、
い
た
く

感
心
さ
れ
る
。
そ
の
後
ま
も
な
く
彼
は
高
村
を
師
と
仰
ぐ

よ
う
に
な
り
、
多
く
の
芸
術
的
な
教
示
を
受
け
る
こ
と
と

な
り
、
彼
か
ら
「
光
の
詩
人
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

《
帰
途
》【
図
14
】
は
高
村
を
撮
っ
た
一
枚
で
、
山
間
部
に

建
て
た
山
小
屋
に
帰
る
道
す
が
ら
の
飾
ら
な
い
姿
を
捉
え

て
い
る
。
ス
ッ
と
し
た
立
ち
姿
か
ら
は
、
内
に
秘
め
た
凛

と
し
た
芯
の
強
い
人
柄
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
。

一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
の
英
国
王
立
ア
カ
デ
ミ
ー

サ
ロ
ン
で
は
、《
瞑
想
》【
図
15
】
が
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
。

こ
れ
も
満
州
時
代
の
作
品
で
、
古
び
た
電
柱
に
寄
り
か
か

図13 内村晧一《ボロ》
1942年

図14 内村晧一《帰途》
1948年頃
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る
初
老
の
老
人
を
捉
え
た
一
枚
。
何
気
な
い
街
の
ひ
と
こ
ま
だ

が
、喧
騒
を
避
け
て
静
か
に
目
を
閉
じ
て
佇
む
そ
の
表
情
に
は
、

人
生
の
悲
哀
が
に
じ
み
出
る
。
日
差
し
を
受
け
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ

ト
を
あ
て
ら
れ
た
よ
う
な
顔
と
背
景
の
影
と
が
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

を
な
し
、よ
り
リ
ア
ル
に
浮
き
出
る
よ
う
に
演
出
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
も
一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
際

写
真
展
で
《
溶
鉱
炉
》
が
金
賞
、
翌
年
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
写

真
展
で
は《
夏
姿
》が
一
位
と
受
賞
を
重
ね
て
い
く
。《
溶
鉱
炉
》

【
図
16
】
は
、
釜
石
製
鉄
所
に
取
材
し
た
作
品
で
、
月
に
一
度
、

製
鉄
所
写
真
部
で
指
導
し
て
い
た
と
き
の
も
の
。
複
雑
に
入
り
込
ん
だ
巨
大
な
建

造
物
の
光
と
影
の
対
照
的
な
明
暗
部
を
捉
え
、
骨
太
な
構
図
が
迫
っ
て
く
る
。
こ

の
圧
倒
的
な
画
面
が
観
る
者
を
魅
了
し
た
の
だ
ろ
う
。

県
内
の
写
真
愛
好
者
の
求
め
に
応
じ
て
、
一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年
に
内
村

は
「
晧
友
会
」
を
結
成
。
こ
の
会
は
内
村
が
指
導
を
行
う
と
共
に
、
国
際
親
善
を

目
的
と
し
た
写
真
愛
好
会
で
あ
っ
た
。
こ
の
会
の
活
動
は
県
内
で
の
発
表
は
も
と

よ
り
、
香
港
、
イ
タ
リ
ア
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
海
外
展
を
精
力
的
に
開
催
。
さ
ら

に
は
諸
外
国
と
の
交
換
展
が
行
わ
れ
、
一
九
六
三
（
昭
和
三
八
）
年
に
は
ア
ジ
ア

有
名
作
家
展
を
主
催
す
る
な
ど
、
地
方
に
お
い
て
写
真
芸
術
を
通
し
て
グ
ロ
ー
バ

図 15 内村皓一《瞑想》 1942 年
図 16 内村皓一《溶鉱炉》

1946 年頃
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ル
な
活
動
を
展
開
し
て
い
く
。
こ
れ
に
伴
い
内
村
作
品
も
、
英
国
芸
術
院
美
術
館
を
は
じ
め
、
イ
タ
リ
ア
の
ジ
ェ
ノ
バ
市

や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館
、プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
内
村
皓
一
は
、

国
内
に
お
い
て
地
方
の
写
真
家
と
し
て
埋
も
れ
て
い
た
も
の
の
、
海
外
で
は
む
し
ろ
日
本
を
代
表
す
る
写
真
家
と
し
て
認

め
ら
れ
て
い
っ
た
稀
な
存
在
で
あ
っ
た
。

次
に
、岩
手
の
写
壇
と
は
一
線
を
画
す
が
、中
央
で
活
躍
し
た
報
道
写
真
家
に
、花
巻
出
身
の
菊
池
俊
吉
（
き
く
ち
・
し
ゅ

ん
き
ち
：
一
九
一
六
―
一
九
九
〇
）
が
い
る
。
彼
は
昭
和
の
大
戦
を
は
さ
み
、
戦
中
戦
後
の
報
道
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
時

代
の
証
言
者
と
な
っ
た
。
日
本
の
報
道
写
真
の
第
一
人
者
と
い
わ
れ
る
木
村
伊
兵
衛
（
一
九
〇
一
―
一
九
七
四
）
の
も
と
、

グ
ラ
フ
誌
『
Ｆ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
』
の
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
、
戦
時
下
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
・
タ
ブ
ロ
イ
ド
誌
の
紙
面
を
飾
っ
た
。

一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
、
岩
手
県
花
巻
市
に
生
ま
れ
た
菊
池
は
、
写
真
家
育
成
の
総
合
的
な
教
育
機
関
と
し
て
幾

多
の
写
真
家
を
生
み
出
し
た
オ
リ
エ
ン
タ
ル
写
真
学
校
を
一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
に
卒
業
。
写
真
家
の
加
藤
恭
平

（
一
九
〇
九
―
一
九
八
三
）
が
経
営
す
る
「
東
京
光
芸
社
」
写
真
部
に
入
社
。
報
道
写
真
家
と
し
て
歩
み
は
じ
め
、
内

閣
情
報
部
の
『
写
真
週
報
』
や
海
外
宣
伝
用
の
素
材
を
撮
影
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
、
岡
田
桑
三
（
一
九
〇
三
―

一
九
八
三
）
が
設
立
し
た
「
東
方
社
」
に
一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
九
月
に
入
社
し
、
報
道
写
真
の
第
一
人
者
で
あ
る

木
村
伊
兵
衛
の
も
と
で
働
く
こ
と
に
な
る
。
入
社
当
時
は
、『
Ｆ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
』
の
海
軍
号
の
撮
影
に
取
り
掛
か
っ
て
い
た

時
期
で
、
菊
池
は
次
号
の
「
陸
軍
号
」
か
ら
関
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。『
Ｆ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
』
は
、
陸
軍
参
謀
本
部
の

意
向
で
創
刊
さ
れ
た
日
本
国
軍
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
誌
で
世
界
各
国
に
配
布
さ
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
日
本
の
フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
と
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
の
最
高
技
術
を
投
入
し
た
国
を
挙
げ
て
の
グ
ラ
フ
雑
誌
で
あ
っ
た
。
ス
タ
ッ
フ
も
各

分
野
の
一
流
陣
が
集
め
ら
れ
、
美
術
部
長
に
原
弘
（
一
九
〇
三
―
一
九
八
六
）、
写
真
部
長
に
木
村
伊
兵
衛
が
就
き
、
写
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真
部
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
菊
池
俊
吉
、
濱
谷
浩
（
一
九
一
五
―
一
九
九
九
）
ら
が
加
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
は
編
集

意
向
に
沿
う
よ
う
に
、
非
常
に
作
り
込
ん
だ
撮
影
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
フ
ォ
ト
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
や
エ
ア
ブ
ラ
シ
の
修
正
技

術
を
駆
使
し
た
戦
意
高
揚
の
道
具
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。軍
関
係
者
も
東
方
社
の
撮
影
に
は
協
力
的
で
あ
り
、

編
集
方
針
に
沿
っ
た
撮
影
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
。
菊
池
も
本
土
の
軍
部
関
係
や
外
地
の
部
隊
、
産
業
記
録
撮

影
な
ど
幅
広
く
活
躍
す
る
こ
と
に
な
る
。

一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
一
二
月
、「
太
平
洋
戦
争
」
勃
発
。
当
初
、
日
本
軍
は
非
常
な
勢
い
で
東
南
ア
ジ
ア
全
域

と
西
南
太
平
洋
の
諸
島
を
占
領
す
る
。
一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
二 

月
一
五 

日
に
政
府
は
「
大
東
亜
戦
争
第
一
次
戦

捷
祝
賀
大
会
」【
図
17
】
を
開
き
、
国
民
に
酒
・
菓
子
・
あ
ず
き
な
ど
を
特
配
し
て
勝
利
感
を
盛
り
上
げ
た
。
し
か
し
次

第
に
戦
力
補
給
が
立
ち
ゆ
か
な
く
な
り
、
日
本
軍
は
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
く
。
菊
池
が
捉
え
た
視
線
の
向
こ
う
に
は
、

戦
勝
に
沸
き
立
つ
人
々
【
図
18
】、
一
方
、
戦
況
が
悪
化
し
空
襲
に
襲
わ
れ
る
東
京
の
様
子
や
消
火
に
あ
た
る
人
々
の
姿

な
ど
が
捉
え
ら
れ
て
い
る
【
図
19
、
20
】。
こ
れ
ら
の
写
真
に
は
、
誇
張
す
る
こ
と
な
く
歪
曲
す
る
こ
と
な
し
に
、
事
実

を
あ
り
の
ま
ま
に
伝
え
る
菊
池
の
視
線
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
八
月
、
日
本
の
敗
戦
に
よ
り
東
方
社
は
解
散
し
、
菊
池
ら
ス
タ
ッ
フ
は
「
文
化
社
」
と
し

て
再
建
す
る
こ
と
に
な
る
。
同
年
九
月
に
は
、
文
部
省
の
学
術
調
査
団
の
も
と
で
原
爆
被
災
地
の
医
療
状
況
の
記
録
映
画

撮
影
の
た
め
、
菊
池
は
ス
チ
ー
ル
写
真
担
当
と
し
て
医
学
班
に
所
属
。
一
〇
月
一
日
か
ら
二
二
日
ま
で
被
爆
直
後
の
広
島

を
撮
影
し
て
廻
り
、原
爆
の
悲
惨
な
傷
跡
を
克
明
に
記
録
す
る
こ
と
に
な
る
。
一
発
の
原
子
爆
弾
が
想
像
を
絶
す
る
熱
線
、

爆
風
、
光
熱
火
災
と
な
っ
て
広
島
市
内
に
襲
い
か
か
り
、
一
瞬
に
し
て
街
を
破
壊
、
焼
き
尽
く
し
た
。
苦
痛
と
絶
望
の
果

て
に
亡
く
な
っ
た
人
々
や
、
不
安
と
貧
困
に
耐
え
な
が
ら
復
興
し
て
ゆ
く
街
の
息
づ
き
を
客
観
的
な
視
線
で
捉
え
て
い
く
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図 17 菊池俊吉
《戦捷第一次国民祝賀大会
（日比谷公園）》
1942 年

図 18 菊池俊吉
《開戦一周年記念（銀座）》
1942 年

図 19 菊池俊吉
《銀座空襲の瞬間
九段下から見る》
1945 年

図 20 菊池俊吉
《ライオンビアホールから見る
銀座四丁目交差点》
1945 年
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【
図
21
、
23
、
22
】。
ガ
ス
タ
ン
ク
に
塗
ら
れ

た
コ
ー
ル
タ
ー
ル
は
、
ハ
ン
ド
ル
や
梯
子
が

熱
線
を
さ
え
ぎ
っ
た
部
分
だ
け
が
、
黒
い
影

の
よ
う
に
残
っ
て
い
た
【
図
24
】。

翌
年
の
四
月
に
は
、
焼
け
野
原
と
な
っ

た
東
京
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
『
東
京

1
9
4
5
年
・
秋
』
の
出
版
に
参
加
。
銀
座
周

辺
を
写
し
た
そ
れ
ら
に
は
、
戦
争
が
終
わ
り

看
板
や
道
路
も
英
語
表
記
さ
れ
、
敗
戦
直
後

の
銀
座
は
廃
墟
と
ア
メ
リ
カ
兵
の
街
と
な
っ

た
【
図
25
、
26
】。
つ
い
こ
の
間
ま
で
商
業
の

街
で
あ
っ
た
銀
座
は
、
露
天
商
、
闇
市
の
街

と
な
り
再
び
人
々
が
集
い
は
じ
め
る
【
図
27
、

28
】。
戦
中
戦
後
を
通
し
て
銀
座
の
街
の
あ
り

よ
う
を
記
録
し
た
菊
池
の
写
真
は
、
昭
和
と

い
う
激
動
の
時
代
に
息
づ
く
街
の
様
子
を
捉

え
た
後
世
に
残
る
貴
重
な
資
料
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
彼
は
、
一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）

図 21 菊池俊吉
《被爆した産業奨励館
ドーム（広島）》
1945 年

図 22 菊池俊吉
《包帯を巻く看護婦（広島）》
1945 年

図 23 菊池俊吉
《火傷の治療（広島）》
1945 年
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図 25 菊池俊吉
《ガイド オブ ギンザ》
1945 年

図 26 菊池俊吉
《米軍銀座占領（銀座）》
1945 年

図 27 菊池俊吉
《数寄屋橋上のヤミ市（銀座）》
1945 年

図 24 菊池俊吉
《ガスタンクに残る熱線で焼き
ついた影（広島）》
1945 年

図 28 菊池俊吉
《銀座４丁目交差点
服部時計店》
1945 年
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年
八
月
に
再
び
広
島
入
り
し
、
復
興
し
て
ゆ
く
広
島
の
人
々
や
街
の
様
子

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
写
真
集
『LIVIN

G H
IRO

SH
IM

A

』
の
撮
影
を
開

始
す
る
。
原
爆
の
傷
跡
が
残
る
焼
け
跡
に
あ
っ
て
、
力
強
く
生
き
る
人
々

の
健
気
な
姿
が
映
し
出
さ
れ
、
復
興
に
向
か
う
街
の
息
づ
か
い
が
伝
わ
っ

て
く
る
【
図
29
、
30
】。

文
化
社
の
解
散
後
の
菊
池
は
、
一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
か
ら
雑
誌

『
世
界
』
や
『
中
央
公
論
』、『
婦
人
公
論
』
な
ど
の
グ
ラ
ビ
ア
頁
を
担
当
。

ま
た
科
学
雑
誌
に
内
外
科
学
者
の
ポ
ー
ト
レ
イ
ト
や
科
学
実
験
な
ど
、
透

徹
し
た
撮
影
で
知
ら
れ
る
写
真
家
と
な
っ
て
い
く
。
さ
ら
に
は
、
地
方
の

農
村
や
漁
村
の
暮
ら
し
を
題
材
と
し
た
シ
リ
ー
ズ
を
手
が
け
、
古
き
良
き

時
代
の
日
本
の
暮
ら
し
の
あ
り
よ
う
を
カ
メ
ラ
に
収
め
て
い
く
。
敗
戦
の

混
乱
か
ら
抜
け
出
し
、
既
に
高
度
経
済
成
長
期
に
入
っ
て
い
た
昭
和
三
〇 

年
代
の
日
本
に
あ
っ
て
も
、
田
舎
の
暮
し
は
戦
前
と
そ
れ
ほ
ど
か
わ
っ
て

い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
は
人
と
人
が
確
か
に
つ
な
が
っ
て
い
た
。
互
い
に

寄
り
添
い
慈
し
む
人
び
と
の
息
づ
き
が
、そ
こ
に
は
あ
っ
た
【
図
31
、32
】。

家
族
が
そ
ろ
っ
て
ひ
と
つ
の
食
卓
を
囲
ん
で
、
膝
を
突
き
合
わ
せ
て
食
事

を
す
る
光
景
が
あ
た
り
前
だ
っ
た
【
図
33
】。
中
学
を
卒
業
し
た
ば
か
り

の
一
六
歳
の
花
嫁
は
、
小
学
校
長
の
奥
さ
ん
に
花
嫁
衣
裳
を
着
付
け
ら
れ

図 29 菊池俊吉
《原爆ドームと
アトム書房（広島）》
1947 年

図 30 菊池俊吉
《紙屋町交差点
超満員の市電（広島）》
1927 年



岩手の写真団体と芸術写真053

て
、
親
の
決
め
た
男
性
の
許
に
嫁
ぐ

と
い
う
【
図
34
】、
そ
ん
な
時
代
で

も
あ
っ
た
。

昭
和
と
い
う
時
代
を
通
し
て
、
菊

池
は
日
本
に
お
け
る
報
道
写
真
の
分

野
を
確
立
し
た
カ
メ
ラ
マ
ン
の
一
人

と
い
え
る
。
そ
こ
に
は
彼
の
対
象
に

向
き
合
う
透
徹
し
た
視
線
が
感
じ
ら

れ
、
事
象
と
そ
の
状
況
を
冷
静
に
見

つ
め
記
録
す
る
こ
と
に
徹
す
る
ス
タ

ン
ス
が
色
濃
く
読
み
取
れ
る
。
一
歩

近
づ
き
写
真
に
迫
力
を
加
え
る
の
で

は
な
く
、
菊
池
は
む
し
ろ
一
歩
下

が
っ
て
周
辺
状
況
を
く
ま
な
く
記
録

し
た
。
こ
の
よ
う
な
撮
影
ス
タ
イ
ル

に
よ
っ
て
捉
え
ら
れ
た
フ
ィ
ル
ム
に

は
、
同
時
代
の
他
の
写
真
家
の
そ
れ

よ
り
も
、
よ
り
多
く
の
情
報
量
が
記

図 31 菊池俊吉
《土に生きる女たち
（秋田県十文字町）》
1953 年

図 32 菊池俊吉
《夜ぶすま
（岩手県岩泉町安家）》
1957 年

図 33 菊池俊吉
《正座して食事をする
（秋田県十文字町）》
1953 年
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録
さ
れ
た
媒
体
で
あ
る
と
、
今
日
、
社
会
文
化
史

の
視
点
か
ら
注
目
を
浴
び
て
い
る
。
菊
池
俊
吉
と

い
う
カ
メ
ラ
マ
ン
は
、
昭
和
と
い
う
時
代
を
切
り

取
る
こ
と
に
よ
り
、
写
真
と
い
う
媒
体
が
も
っ
て

い
る
可
能
性
を
広
げ
た
稀
有
な
写
真
家
の
一
人
と

い
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

※
本
校
執
筆
に
あ
た
り
、
唐
健
吾
、
唐
武
の
活

動
と
岩
手
の
写
真
団
体
結
成
と
展
開
に
関
し
て
、
岩
手
県
立
美
術
館
主
任
専
門
学
芸
員
の
根
本
亮
子
氏
か
ら
詳
細
な
調
査

資
料
の
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

図 34 菊池俊吉
《16 歳の花嫁 花嫁と祖母
（岩手県岩手町穀蔵）》
1958 年
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１

葛
江
月
、
早
川
石
山
、
海
野
三
岳
は
、
岩
手
初
の
美
術
団
体
「
岩
手
彩
友
会
」
の
会
員
。

2

「
●
物
産
展
覧
会
の
盛
況
」『
岩
手
公
論
』
一
九
一
一
年
四
月
二
七
日

3

「
当
市
唯
一
の
会
で
あ
る
彼
の
「
紅
窓
会
」
も
丁
度
二
ヶ
年
目
目
で
解
散
同
様
の
姿
と
成
り･･･

」（「
写
真
流
行
の
復
興
期
が
来
た
」

『
岩
手
毎
日
新
聞
』
一
九
二
〇
年
二
月
九
日
）。

4

岩
手
県
芸
術
品
展
覧
会
は
一
九
一
八
年
か
ら
二
四
年
に
か
け
て
毎
年
開
催
さ
れ
た
岩
手
日
報
社
主
催
の
総
合
美
術
展
。
写
真
部
門

は
第
二
回
展
か
ら
設
置
さ
れ
た
。

5

「
芸
術
品
展
覧
会
の
写
真
（
中
の
一
）」『
岩
手
毎
日
新
聞
』
一
九
二
〇
年
六
月
一
日
。

6

「
芸
術
品
展
覧
会
の
写
真
（
上
）」『
岩
手
毎
日
新
聞
』
一
九
二
〇
年
五
月
三
一
日

7

「
二
号
館
の
優
れ
た
収
穫

驚
く
べ
き
写
真
の
進
歩
」「
岩
手
日
報
」
一
九
二
〇
年
五
月
三
〇
日

8

新
聞
記
事
か
ら
察
す
る
と
、
武
の
名
を
確
認
で
き
る
の
は
「
岩
手
毎
日
新
聞
」
一
九
二
〇
年
一
一
月
一
三
日
の
記
事
か
ら
で
あ
る
。

9

「
編
集
を
終
え
て
」『
白
陽
』
第
一
巻
第
四
号(

一
九
二
二
年
一
〇
月
）
第
一
巻
第
五
号
（
一
九
二
二
年
一
一
月
）

10

「
岩
手
光
画
研
究
会
設
立
」『
白
陽
』
第
二
巻
第
六
号
（
一
九
二
三
年
八
月
）

11

前
掲

10
と
同
じ

12

「
写
真
展
に
光
採
を
添
へ
る
大
家
の
作
品
」『
岩
手
毎
日
新
聞
』
一
九
二
三
年
四
月
一
日

13

唐
健
吾
「
写
真
師
と
し
て
の
雑
感
」『
岩
手
毎
日
新
聞
』
一
九
二
三
年
六
月
三
日

14

「
陽
影
倶
楽
部

同
好
の
士
組
織
」『
岩
手
毎
日
新
聞
』
一
九
二
五
年
二
月
二
五
日
。
記
事
内
に
、
盛
岡
高
等
農
林
学
校
、
県
立
盛

岡
中
学
校
、
県
立
工
業
学
校
、
盛
岡
市
立
商
業
学
校
の
名
が
見
ら
れ
る
。
発
起
人
は
岡
村
雅
夫
、
竹
林
谷
象
、
加
藤
吉
樹
、
西
尾

松
郎
。
杉
江
忠
太
郎
、
唐
武
の
六
名
。



056

15

「
学
生
中
心
の
陽
影
ク
ラ
ブ

新
し
い
写
真
の
研
究
団
体
生
る
」『
岩
手
日
報
』
一
九
二
五
年
二
月
二
三
日

16

「
陽
影
ク
ラ
ブ

写
真
展
」『
岩
手
日
報
』
一
九
二
五
年
九
月
一
三
日

17

「
光
友
ク
ラ
ブ
発
会
」『
岩
手
日
報
』
一
九
二
九
年
一
月
二
一
日

18

光
友
ク
ラ
ブ
に
は
内
村
皓
一
も
参
加
し
た
。

19

「
光
友
ク
ラ
ブ
発
会
」『
岩
手
日
報
』
一
九
二
九
年
一
月
二
一
日

20

「
全
盛
岡
代
表
作
家
展
傑
作
集
」『
写
真
新
報
』第
四
七
巻
第
一
一
号(

一
九
三
七
年
一
一
月
）「
全
盛
岡
写
真
連
盟
作
品
集
」「
カ
メ
ラ
」

一
九
三
九
年
一
月
号

21

 

内
村
晧
一
「【
作
品
に
寄
せ
て
】
盗
女
」『
内
村
皓
一
写
真
集
』
一
九
七
二
（
昭
和
四
七
）
年

22

「
写
真
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
入
選

日
本
で
た
だ
一
人

花
巻

内
村
氏
の
会
心
作
」「『
盗
女
』国
際
サ
ロ
ン
に
入
選
」『
新
岩
手
日
報
』

一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
一
月
九
日

23

内
村
晧
一
「【
作
品
に
寄
せ
て
】
ボ
ロ
」『
内
村
皓
一
写
真
集
』
一
九
七
二
（
昭
和
四
七
）
年



『
大
正
・
昭
和
期
に
お
け
る
東
北
の
写
真
文
化
』
正
誤
表 

 
 

本
文
中
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。 

         

『
大
正
・
昭
和
期
に
お
け
る
東
北
の
写
真
文
化
』
追
加
挿
入
表 

 
 

本
文
中
に
記
載
漏
れ
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
、
追
加
挿
入
い
た
し
ま
す
。 

４
３
頁 
１
２
行
目 

誤 

下
村
勝
信 

正 

下
島
勝
信 

５
４
頁 

７
行
目 
誤 

本
校 

正 

本
稿 

５
４
頁 

１
０
行
目 

挿
入 

本
稿
中
の
菊
池
俊
吉
の
作
品
に
つ
い
て

は
︑
著
作
権
継
承
者
で
あ
る
田
子
は
る

み
氏
の
協
力
を
頂
き
ま
し
た
︒
こ
こ
に

記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
︒ 

４
４
頁 

５
行
目 

誤 

高
桑
勝
男 

正 

高
桑
勝
雄 




